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今
年
6
月
、
農
業
者
が
長
年
に
わ
た
り
要
望
し
て
き
た

「農
業

拠
点
施
設
」
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
水
の
館
内

（
手
賀
沼
親
水

広
場
）
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
公
設
の
農
産
物
直
売
所
（
あ
び
こ

ん
）
と
飲
食
施
設
（
米
舞
亭
）
を
核
に
、
市
の
農
業
委
員
会
と
農

政
課
の
執
務
室
も
整
備
さ
れ
、
様
々
な
農
業
支
援
や
農
地
行
政
を

環
境
行
政
と
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
文
字
ど
お
り
、
我
孫
子
の
都
市
近
郊
農
業
の
特
長
を
生
か
し

た
農
業
振
興
拠
点
と
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
と
し
て
も
、
農
家
・

消
費
者
・
関
係
諸
方
面
と
連
携
し
、

皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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平成29年12月15日 我孫子市農業委員会だより (2) 

7
月
2
8
日
に
、
農
林
水
産
省
の
職

員
と
我
孫
子
市
農
業
委
員
会
と
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

農
林
水
産
省
か
ら
は
、
本
省
農
地
政

策
課
と
関
東
農
政
局
農
地
政
策
推
進
課

及
び
同
千
葉
支
局
の
職
員
が
出
席
さ

れ
、
我
孫
子

市
か
ら
は
、

三
須
会
長
以

下
農
業
委
員

と
最
適
化
推

進
委
員
計

6

名
が
出
席
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
我
孫
子
市
側
か
ら
、
我
孫

子
市
農
業
の
概
要
と
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
の
取
組
み
状
況
、
法
改
正
後
の
農

業
委
員
会
の
体
制
と
活
動
の
状
況
、
中

間
管
理
機
構
と
の
連
携
な
ど
に
つ
い

て
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
事
項
と
合
わ

せ
て
説
明
し
ま
し
た
。

説
明
と
意
見
交
換
の
後
は
、
農
水
省

の
交
付
金
を
活
用
し
て
「
水
の
館
」
に

整
備
さ
れ
た
農
産
物
直
売
所
や
レ
ス
ト

ラ
ン
、
遊
休
農
地
を
活
用
し
て
経
営
規

模
を
拡
大
す
る
新
規
就
農
法
人
等
の
現

地
視
察
も
行
わ
れ
、
大
変
充
実
し
た
意

見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

農水省職員による新規就農法人のほ場視察
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~
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
各
種
審
査
を
適
正
に

~

竺
付
い
、
農
地
利
用
の
最
適
化
や
担
い
手
育
成
の
取
組
み
等
を
i

~
積
極
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最

~

~
適
化
推
進
委
員
が
相
互
に
連
携
し
て
、
計
画
的
に
研
修
・
研

~

~
鑽
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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2
8
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
江
蔵
地

地
区
の
取
組
み
に
つ
づ
き
、

2
9
年

度
は
中
里
地
区
等
で
も
農
地
中
間
管

理
事
業
の
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

中
里
集
落
で
は
、

2
8
年
2
月
に

座
談
会
が
開
催
さ
れ
、
以
後
担
い
手

農
家
へ
の
農
地
集
積
の
準
備
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
、
中

里
新
田
等
の

6
2
筆
約
9
.
6
h
a
の

田
（
出
し
手
1
5
人
）
に
つ
い
て
農

地
中
間
管
理
事
業
が
活
用
さ
れ
、
担

い
手
農
家

(
3
経
営
体
）
に
利
用
権

設
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
江
蔵
地
地
区
で
も
、
同
中

農
地
中
間
管
理
事
業
の
内
容
と
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
農
地
中
間
管
理

機
構
の
リ
—
フ
レ
ッ
ト
「
農
地
の
貸
し

借
り
は
機
構
に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
」

を
こ
参
照
く
だ
さ
い
。

間
管
理
事
業
に
よ
り
1
4
華
約

1
.

4
h
a
の
田
（
出
し
手

3
人
）
が

1
経

営
体
に
追
加
し
て
利
用
権
設
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
事
業
の
活
用
に
よ
り
、
農
地

の
持
続
的
な
活
用
基
盤
が
強
化
さ
れ

る
と
と
も
に
、
条
件
に
応
じ
て
該
当
地

域
や
貸
し
手
農
家
が
国
の
交
付
金
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

市
内
の
ど
こ
の
地
区
で
も
中
間
管

理
事
業
の
活
用
が
で
き
ま
す
。

・
高
齢
で
後
継
者
が
い
な
い

・
相
続
し
た
農
地
を
貸
し
た
い

・
今
後
は
規
模
縮
小
す
る
の
で
水
稲

作
は
や
め
た
い

な
ど
、
今
後
の
対
策
を
お
考
え
の
方

（
又
は
地
区
）
は
、
ま
ず
は
、
農
業
委

員
会
・
農
政
課
に
ご
相
談
下
さ
い
。

間
管
理
事岡ぃ

"' 

2
8
年
度
当
初

の
市
内
遊
休
農
地

面
積
は
、
約

5

2
.
4
h
a
で
し
た

が
、
解
消
に
向
け

た
1
年
間
の
取
組

み
を
通
じ
、
約

5
.
3
2
h
a
を
解

消
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

解
消
は
、
農
地
所
有
者
自
身

で
耕
作
を
再
開
す
る
場
合
も
あ

り
ま
し
た
が
、
多
く
は
、
認
定

農
業
者
や
新
規
就
農
者
な
ど
の

担
い
手
へ
の
貸
付
等
で
し
た
。

農
地
の
適
正
か
つ
効
率
的
な

利
用
は
、
農
地
法
で
農
地
所
有

者
等
の
責
務
と
さ
れ
て
い
ま

す。
遊
休
農
地
解
消
の
取
組
み

は
、
農
地
所
有
者
等
へ
の
意
向

調
査
を
も
と
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
つ
づ
き
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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平成29年12月15日 我孫子市農業委員会だより (4) 

①
農
業
者
の
方
が
広
く
加
入
で
き
る

②
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
積
み
立
て
方
式

（
確
定
拠
出
型
）
の
年
金

③
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ
る

（月
2
万
円
ー
6
万
7
千
円
）

終
身
年
金
で
8
0
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
で
も
8
0
歳
ま
で
保
証

税
制
面
の
優
遇
措
置
で
、
保
険
料
は
全
額

社
会
保
険
料
控
除

認
定
農
業
者
な
ど
意
欲
あ
る
担
い
手
に
は

保
険
料
の
国
庫
補
助
あ
り

⑥
 
⑤
 
④
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侮年 1月1日現在の農地の耕作状
況や所有農機具などの実態調査を実

施しています。

農地の権利移動手続きや諸証明の

発行手続き等の際に重要な役割を持

ちますので、必ず提出いただきます

ようお願いいたします。

提出期限は1月10日です。

置五四閾輯晴屯コ
農家の後継者にとって、老後までの生活設［ 
計をしつかり組み立てることは非常に大切な

．， ことです。今年度の上半期には、農業委員と

最適化推進委員の農業者年金加入促進活動を

、I通じ、新規の農業者年金加入者も生まれてい
ます。加入した農家からは、 「積立方式・確

定拠出型で国の補助金もある。結構メリット

がある。」との声が寄せられています。

※相談は、農業委員会に気軽にお寄せください。
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疇疇情報1/相稗環嘱疇嘱疇囀霞嘩鯛

◎ 10アール当たりの年間賃借料（円）

区域 区分 平均額 最高額 最低額 件数

畑 19,000 22,900 4,900 24件
全域

田 16,500 22,700 5,550 103件

＊金額は算出結果を四捨五入(100円単位）した値
＊賃借料を米で物納している場合は、米60kg当たり11,100円に換算

/• •••••~()S 

今
回
の
情
報
は
、
平
成

2
8
年

4

月
か
ら
平
成

2
9
年

3
月
ま
で
に
締

結
（
公
告
）
さ
れ
た
農
地
の
賃
貸
借

契
約
の
情
報
で
す
。
こ
の
賃
借
料
情

報
は
、
あ
く
ま
で
相
対
の
契
約
事
例

で
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
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e

豪

農
業
擬
蕪
施
醐
⑲
叙
割
臣
期
徳

羹
戸
ーノ｀

愚
予
じ
M
眉
葱
疇
し
下
f

＼
女
性
農
家
初
（
我
孫
子
市
）
の
農
業
委
員
大
炊
三
枝
子
＼

農
業
と
言
え
ば
今
ま
で

、
｀
は
男
性
社
会
で
あ
り
、
女

ま
し

i
]／
[
／

物
直
売
所
の

1
0年
間
の
運
営
の
中
で
、
加
工
部

代
表
と
し
て
の
経
験
を
生
か
す
よ
う
に
と
の
趣
旨

か
と
、
私
な
り
に
推
察
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
6
月
3
日
に
、
手
賀
沼
親
水
広
場
内
「
水

の
館
」
に
農
業
拠
点
施
設
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

し
、
そ
の

一
階
に
は
市
内
農
家
待
望
の
農
産
物
直

売
所
と
レ
ス
ト
ラ
ン
（
旬
菜
厨
房
「
米
舞
亭
」
）
・
加

工
処
理
施
設
（
惣
菜
、
菓
子
）
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
整
備
と
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、
直
売
所
と

加
工
部
で
頑
張
っ
て
来
た
農
家
仲
間
と
力
を
合
わ

せ
、
市
と
連
携
し
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

既
に
ご
承
知
と
は
思
い
ま
す
が
、
我
孫
子
の
農

業
の
現
状
は
、
若
い
就
農
者
が
少
な
く
、
農
業
従

事
者
は
年
々
高
齢
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
耕
作
面

積
も
減
少
し
て
農
地
の
遊
休
化
と
荒
廃
が
進
ん
で

い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
直
売
所
事
業
を
行
う
メ
リ
ッ

ト
は
、
①
小
規
模
農
家
で
も
自
ら
の
作
業
能
力
や
農

地
の
規
模
に
合
わ
せ
て
無
理
な
く
生
産
・
出
荷
が
で

き
る
こ
と
②
流
通
コ
ス
ト
が
節
約
で
き
る
た
め
に
農

家
の
手
取
り
金
額
が
確
保
で
き
る
こ
と
③
自
分
で
価

格
設
定
が
で
き
る
こ
と
④
顔
の
見
え
る
関
係
で
主
体

的
に
販
売
で
き
る
こ
と
⑤
加
工
、
観
光
な
ど
と
も
連

携
し
6
次
産
業
化
（
付
加
価
値
化
）
が
可
能
に
な
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

結
果
、
農
家
の
所
得
向
上
に
な
り
、
ひ
い
て
は

若
手
就
農
者
の
育
成
に
繋
が
り
、
我
孫
子
の
農
地

が
守
ら
れ
有
効
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

一
挙
両
得
な
話
で
す
。
さ
ら
に
は
女
性
の
活
躍

で
、
我
孫
子
の
農
業
の
課
題
解
決
の
一
助
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。
私
も
女
性
農
業
委
員
で
あ
る
と
と

も
に
、
直
売
所
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
者
と
し

て
、
我
孫
子
の
農
業
振
興
を
さ
ら
に
推
し
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
内
農
家

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【千
葉
県
議
会
議
事
堂
前
に
て
】

「ど
J:... .. 一

【大野木奥治氏の農業委員経歴の概要】

平成13年 4月～平成28年4月 農業委員
平成20年 12月～平成22年5月 職務代理者
平成22年 5月～平成28年4月 会長
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今
年
の
第

3

6
回
農
業
ま
つ
り
は
、

1
1
月
1
8
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
手
賀
沼
親
水
広
場
（
水
の

館
）
の
駐
車
場
広
場
等
を
会
場
に
、
農

業

委

員

会

も

参

加

し

た

実

行

委

員
会
の
主
催
に

よ

り

盛

大

に

開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当

日

は

、

恒

例

の

農

産

物

共

進

会
と
と
も
に
、
野
菜
の
栽
培
相
談
や

苗
木
プ
レ
ゼ

ン
ト、

農
家
に
よ
る
振
る

ま
い
餅
な
ど
が
多
彩
に
催
さ
れ
る
と
と

も
に
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
や
懐
か
し
い
灯

油
発
動
機
も
展
示
さ
れ
、
農
業
者
と
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
交
流
し

ま
し
た
。

農
業
委
員
会
は
、
農
業
者
年
金
や
農

地
有
効
活
用
（
中
間
管
理
事
業
等
）
の

相
談
コ
ー
ナ
ー
や
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
コ

ー

ナ
ー
を
担
当
し
ま
し
た
。

第

3

6
回
農
業
ま
つ
り
の

農
産
物
共
進
会
で
は
、
岩
立

高
司
さ
ん
（
台
田
）
の
「
こ
か

ぶ
」
が
農
業
委
員
会
会
長
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

最
優
秀
賞
の
千
葉
県
知
事
賞

に
は
、
原
田
賢
宗
さ
ん
（
根

戸
）
の
「
ト
マ
ト
」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

手
賀
沼
親
水
広
場
一農業拠点施設

で

震
業
ま
つ
り
を
盛
大
に
開
催
！ j
 也

農業委員と農地最適化推進委員の担当区域一覧表 （各委員梱内 50音順）

農地推利進用委最員会適化
こ相談は農業委員・ ― 

農業委員 担当区域 推進委員まで！

大炊 三枝子
川口浩 布施 布施下 北新田 久寺家 つくし野 台田 根戸

須藤喜一郎
日下部 一利

根戸新田 呼塚新田 船戸 白山 本町 緑 寿 我孫子 栄 泉
成島誠 並 木天王台 柴崎 柴崎台 日の出 寄山 青山台 南青山

大井栄一 香取典男 我孫子新田 高野山 高野山新田 東我孫子 下ヶ戸 岡発戸新田
嶺岸勝志 渡邊 一郎 都部村新田 岡発戸 都部 湖北台 上沼田 中峠台 中峠（上）

中野栄 加賀文志 中峠（下） 中里 古戸 日秀 中里新田 日秀新田 中沼田
宮久保勝 田村正明 下沼田

田村星寿
齊藤剛廣 新木 新木野 南新木 新木村下 江蔵地 布佐平和台 大作新田

根本拇 長島操 浅間前 浅間前新田 布佐 布佐1丁目 布佐酉町 都 相島
三須消ー 相島新田 布佐下新田 二河屋新田 新々田

農地や担い手育成の

U
崖

2丘
g
 

【編集委員l
農業委員

推進委員

須藤喜一郎・ 嶺岸勝志

田村正明・長島操

口
口
回
園

簡山

手
賀
沼
親
水
広
場

・
水
の
館
に
お
出
で

の
際
は
、
ぜ
ひ
と
も
新
し
い
農
業
委
員
会

事
務
所
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

委
員
会
だ
よ
り
の
編
集
に
携
わ
り
あ
ら

た
め
て
思
う
事
は
、
農
業
政
策
は
日
本
国

の
方
針
で
動
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

農
業
政
策
や
農
地
法
の
こ
と
、
支
援
制

度
の
こ
と
な
ど
、
こ
の
紙
面
で
も
お
知
ら

せ
で
き
る
と
良
い
の
で
す
が
と
て
も
載
せ

き
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
お
気
軽
に
事

務
所
に
お
寄
り
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な

情
報
を
入
手
し
て
い
っ
て
下
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
編
集
委
員
一
丸
と
な
り
、

日
々
の
活
動
や
本
紙
面
を
通
じ
て
有
益
な

情
報
の
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

平
成
3
0
年
、
皆
様
に
と
り
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。


